
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

○神奈川県は
・全国の中でも長時間労働、長時間通勤の傾向
・Ｍ字カーブの谷の底の値、深さともに他の都道府県に比べ低位
⇒管理職に占める女性の割合も低い。

○本県の若年層は、理想の家庭像として「男女共同参画」が望ましい
ものの、現実には「育児は女性が中心」と考えており、そうした意識
には特に女性の保護者の考え方など、家庭環境の影響が強く現れて
いることが、意識調査の結果から伺える。

○就職前の若年層（高校生、中学生）を対象に、ライフ（生活）とキャリア
（仕事）を一体的に考え、固定的性別役割分担に捉われることなく
自身のライフプランをデザインする力を育成することで、本県の女性
の活躍を一層推進する。

①高校生向け出前講座の受講者アンケートにおいて「ライフキャリアを
考えるヒントが得られた」等、前向きな回答を得られた割合
〔目標〕90％以上

②中学校における出前講座の受講者アンケートにおいて、自身のライフ
キャリアを考えることの大切さに関する前向きな回答を得られた割合
〔目標〕70％以上

○高校生向け啓発冊子（電子版）の配布により、高校における取組み
の一層の普及を図った。

〇文系・理系など、将来につながる進路選択の手前の段階にいる中
学生向けた取組の普及啓発のため、中学教員向けリーフレットを
作成するとともに、新たに出前講座を実施した。

○女性活躍推進に関する取組に係る情報交換会
・・・神奈川労働局、各政令市、（一社）神奈川県経営者協会等と本事
業に関する情報提供を行うとともに協力を依頼

○県内市町村
・・・市町村会議で、本事業に関する情報提供を行うとともに協力を依頼

○高校でのライフキャリア教育啓発冊子の活用アンケートでは、ライフ
キャリアに関する情報を、自身の進路や将来の働き方・生き方を考える
上での参考としていただけた。

○出前講座実施後のアンケートでは、高校・中学校共に、８割以上の生
徒から参考になった、自身のライフキャリアを考えることの大切さを理解
できたと、自らのライフキャリアを考える上での参考としていただけた。

○県内の多くの高校で、高校生向け啓発冊子を授業等で活用して
いただけるよう働きかけを行うことが必要

○今年度の出前講座の実施状況を参考にしてもらうなど、中学生向け
プログラムを、県内の中学校に広く周知し活用を促していくことが必要

ライフキャリア教育かながわモデル発信事業 【神奈川県】
事業番号 ②

総事業費 ７５９ 千円

交付金額 ３７９ 千円



事業の概要

高校生向け啓発冊子「mirai book」（電子版）の配布

高校生向け及び中学生向け出前講座の実施

○高校生向け啓発冊子について、 男女共同参画の視点から、
将来の働き方・生き方を具体的に考えるきっかけづくりと
なるとともに、高校でより活用してもらえるよう、一部内容を更新し、
冊子の印刷配布を行った。

〔主な更新事項〕
・グラフやデータの一部に最新の調査結果を反映させた。
あわせて、解説も最新の状況を反映させた。

○高校において、アクティブ・ラーニングの手法を用い、専
門的な知識・経験を持った講師による出前講座を実施した。

〇中学校において、「ライフキャリアすごろく」「未来の自分
にインタビュー！」を活用した出前講座を実施した。


